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インフルエンザの流行（警報）に伴う感染予防対策の徹底について 

 

日頃は保健所業務に対し、ご協力を賜り厚くお礼申し上げます。 

和歌山市では、令和６年第５１週（１２月１６日～２２日）の感染症発生動向調査で、

インフルエンザの定点あたり報告数が警報レベルの基準値（３０）を超え、４０．２７

人、５２週（１２月２３日～２９日）で７２．９３人と過去２５年で最も高い報告数で

急増しています。 

年始からは複数の高齢者施設において集団発生が報告されており、今後も発生動向に

注意が必要です。 

つきましては、厚生労働省作成の手引き等や貴施設の感染対策マニュアルを改めて確

認し、感染予防対策を徹底していただきますよう、貴職員の皆様へ周知方よろしくお願

いいたします。また、インフルエンザ等感染症の集団発生を疑う場合は、報告様式を和

歌山市感染症情報センターからダウンロードし、報告いただきますよう合わせてお願い

いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇厚生労働省「介護現場における感染対策の手引き（第３版） 

 https://www.mhlw.go.jp/content/12300000/001149870.pdf 

◇和歌山市感染症情報センターホームページ   

発生動向・感染予防対策・集団発生報告様式・集団発生時の対応マニュアル等掲載 

 http://www.kansen-wakayama.jp/topcs/school_facility.html 
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　備　考

職員への周知
□ 今回の発生について、職員全員に周知していますか
□ 施設内感染症委員会などを開催して情報共有、対策の検討を
   行っていますか

　発生状況の
　把握

□ 発生状況を集約する担当者は決まっていますか
 　誰ですか　【　　　　　　　　　　　　　　】
□ 発生フロアの担当者や責任者から発生経過などを情報収集
   し、施設として全体像が把握できていますか
□ 発生状況を継続して把握できる体制ができていますか
□ 行政報告基準に該当する場合、速やかに報告していますか
　（基準に達していない場合でも適宜相談を）

　職員の体制

□ 職員に体調不良者がいるか把握できていますか
□ 体調不良を言いやすい職場環境にしていますか
□ 適切な個人防護具の使用や手指衛生等の強化の徹底ができて
　 いますか
□ 発生フロアの職員が他フロアと交差しない等、感染を広げない
　 ような職員の体制を検討していますか

  職員の手指
　衛生の強化

□ 手指衛生を徹底していますか
□ 適切なタイミングで手指衛生はできていますか
　（手袋を外した後・一人のケアの後・休憩室に入る前等）
□ アルコール消毒薬は適量を使用していますか
　（ポンプはしっかり押しきるまで1プッシュ）

  利用者の手指
　衛生の強化

□ 手指衛生が可能な利用者の手指衛生の協力を求めていますか
　（特に外出後、食事前、トイレ後等）

  発症者への
  対応

□ 状態を観察し、適切なタイミングで受診対応していますか
□ 特に早期の時点では、拡大を抑えるための対策をしていますか
　（食堂の使用や集団での活動の見直し、個室対応、適切な個人防
　 護具の使用等）
□ 有症状時は入浴、食事など、個別対応していますか

  家族、面会者
  への対応
  行事の検討

□ 家族、面会者へ発生について周知し、対応がとれていますか
□ 玄関先等に、感染対策の啓発をしていますか
□ 施設内の行事の検討をしていますか

  環境面の消毒

□ 手の触れるところ（蛇口、ドアノブ、トイレレバー、手すり
　 等）を消毒していますか
□ 職員の発生がある場合、共有部分などで職員が手に触れた所
　 等の消毒範囲を広げていますか

チェック項目

感染拡大対策チェックリスト



 

  

     

和歌山市感染対策ネットワーク     



 

     和歌山市感染対策ネットワーク     


